
玉川　清史  議員

山城　峻一  議員

問　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）の
当
事
者
の
相

談
で
き
る
窓
口
の
現
状
は
。

町
長　

町
の
相
談
で
き
る
窓

口
と
し
て
、
定
期
的
に
開
催

し
て
い
る
心
配
ご
と
相
談
、

法
律
相
談
に
お
い
て
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
を
含
む
人
権
問
題
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
隣
保
館
内
の
人

権
・
男
女
共
生
係
で
相
談
の

内
容
を
聞
い
た
上
、
必
要
に

応
じ
よ
り
専
門
的
に
対
応
で

き
る
相
談
窓
口
を
案
内
し
て

い
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
法
務
局
や

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
窓
口
、
電
話
に
よ
る
相
談

を
受
け
付
け
て
い
る
。

問　

性
の
多
様
性
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
今
後
の
取
り

組
み
は
。

町
長　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
含
め
、

広
く
人
権
に
つ
い
て
、
学
校

で
は「
人
権
の
花
運
動
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。ま
た「
人

権
を
尊
重
し
、
豊
か
な
福
祉

の
心
を
育
む
町
民
集
会
」な

ど
の
機
会
を
通
し
、
意
識
の

向
上
に
努
め
て
い
る
。

　

企
業
が
多
い
坂
城
町
と
し

て
、
企
業
人
権
同
和
教
育
推

進
協
議
会
と
連
携
し
新
入
社

員
人
権
同
和
研
修
会
を
開
催

し
て
い
る
。ま
た
、企
業
内
人

権
同
和
推
進
員
を
育
成
す
る

研
修
会
を
開
催
し
、
企
業
内

の
意
識
啓
発
に
つ
な
げ
て
い

る
。
今
後
も
機
会
を
捉
え
継

続
的
に
実
施
し
た
い
。

精神科入院への助成を

研究課題としたい

障
害
者
福
祉

多様な性について考えよう！

気軽に相談してください

問　
障
が
い
の
あ
る
人
の
介

護
者
は
90
％
以
上
が
家
族
だ

と
い
う
調
査
が
あ
る
。
重
度

の
障
が
い
の
あ
る
人
の
介
護

と
同
様
に
、
精
神
障
が
い
の

あ
る
人
の
介
護
を
し
て
い
る

家
族
は
、
一
日
中
目
を
離
せ

ず
、
仕
事
も
十
分
に
で
き
な

い
。
特
に
国
民
年
金
が
主
な

収
入
で
あ
る
介
護
者
の
場
合

は
、
さ
ら
に
経
済
的
に
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。　

　

町
の
福
祉
医
療
制
度
で
は

精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
を
交

付
さ
れ
て
い
る
方
や
、
自
立

支
援
医
療（
通
院
）受
給
者
に

つ
い
て
、
精
神
科
入
院
は
給

付
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

　

給
付
対
象
と
し
て
い
る
近

隣
自
治
体
も
あ
る
の
で
、
町

で
も
対
象
に
出
来
な
い
か
。

福
祉
健
康
課
長　

町
で
は
県

の
助
成
対
象
範
囲
よ
り
も
拡

充
し
て
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
か
ら
３
級
の

交
付
者
と
精
神
通
院
自
立

支
援
医
療
受
給
者
に
対
し
、

所
得
要
件
無
し
で
精
神
科
入

院
を
除
く
入
院
と
全
診
療
科

通
院
に
給
付
を
し
て
い
る
。

　

県
内
で
は
、
制
限
付
き
で

精
神
科
入
院
を
給
付
対
象
と

し
て
い
る
の
は
36
市
町
村

あ
り
、
入
院
自
体
を
対
象
外

と
し
て
い
る
市
町
村
は
40
あ

る
。

　

今
年
度
策
定
の
障
害
者
計

画
の
策
定
委
員
会
で
も
、
精

神
科
入
院
へ
の
給
付
適
用
の

意
見
が
あ
る
の
で
、
町
の
財

政
状
況
や
制
度
の
持
続
可
能

性
も
考
慮
し
て
、
他
自
治
体

の
実
施
方
法
も
参
考
に
今
後

の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

性の多様性

町
の
相
談
窓
口
の
現
状
は

心
配
ご
と
相
談
な
ど
が
あ
る
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栗田　隆  議員

小宮山　定彦  議員

燃やしても資源

問  

本
年
度
は
第
４
次「
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

の
最
終
年
度
に
当
た
る
。
こ

の
５
年
間
に
お
け
る
一
般
廃

棄
物（
ご
み
）
の
総
排
出
量

の
推
移
は
。ま
た
、１
人
１
日

当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量
の

推
移
と
県
全
体
の
中
で
の
位

置
は
。

住
民
環
境
課
長　

総
排
出
量

は
28
年
度
、
29
年
度
と
減
少

傾
向
だ
っ
た
が
、
30
年
度
か

ら
微
増
し
て
い
る
。１
人
１

日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
も

同
様
の
傾
向
で
、
県
全
体
で

は
多
い
順
か
ら
16
番
な
い
し

17
番
目
で
あ
る
。

問  

事
業
所
の
多
い
当
町
に

あ
っ
て
、
総
排
出
量
が
多
い

の
は
や
む
を
得
な
い
。
た
だ

リ
サ
イ
ク
ル
率
が
県
下
の
他

市
町
村
と
比
べ
極
め
て
低
い

実
態
が
あ
る
。
そ
の
理
由
を

ど
う
考
え
る
か
、
リ
サ
イ
ク

ル
率
向
上
の
た
め
の
方
策
は
。

住
民
環
境
課
長　

平
成
30
年

度
の
当
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

は
77
市
町
村
中
76
位
。

　

ま
た
、
長
野
広
域
連
合
管

内
に
お
い
て
は
令
和
元
年

度
、
缶
・
び
ん
に
関
し
て
は

平
均
だ
が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
、
紙
類
の
回
収
量
が
少

な
い
。
可
燃
ご
み
に
混
ざ
っ

て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
今

後
は
、
今
年
10
月
か
ら
試
験

運
転
が
始
ま
る
Ｂ
焼
却
施
設

（
千
曲
市
）へ
の
移
行
を
、
資

源
物
や
ご
み
の
出
し
方
に
関

心
が
高
ま
る
機
会
と
捉
え
、

地
域
や
事
業
所
に
積
極
的
に

案
内
し
て
い
く
。

問　

ポ
リ
オ（
小
児
麻
痺
）

や
天
然
痘
の
よ
う
な
人
類
に

と
っ
て
大
変
恐
ろ
し
い
病
気

も
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
ほ
ぼ

根
絶
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に

ワ
ク
チ
ン
は
大
き
な
恩
恵
を

人
類
に
も
た
ら
し
て
き
た
。

　

し
か
し
そ
の
反
面
ワ
ク
チ

ン
自
体
が
病
気
を
引
き
起
こ

し
死
に
至
ら
し
め
る
場
合
も

皆
無
で
は
な
い
。
2
0
0
9

年
に
流
行
し
た
新
型
イ
ン
フ

ル
ザ
の
際
に
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
副
作
用
と
思
わ
れ
る

死
者
は
1
3
3
人
に
上
っ
た
。

　

接
種
の
呼
び
か
け
に
は
慎

重
を
期
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
案

内
に
お
い
て
は
効
果
と
副
作

用
を
含
め
た
丁
寧
な
説
明
を

し
て
い
く
。

ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て

問　
法
治
国
家
に
お
い
て
は

人
に
労
役
、
金
銭
的
負
担
等

を
課
す
場
合
に
は
法
的
根
拠

が
必
要
で
あ
る
。
レ
ジ
袋
有

料
化
に
は
法
的
根
拠
は
な
い

の
で
私
は
お
か
し
い
と
以
前

言
っ
た
。
同
様
に
分
別
収
集

に
お
け
る「
立
ち
会
い
」
に

お
い
て
は
い
か
な
る
法
的
根

拠
が
あ
る
の
か
。

住
民
環
境
課
長　
「
立
ち
会

い
」に
つ
い
て
は
、容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法「
消
費
者
は

適
正
な
分
別
排
出
に
協
力
す

る
」と
さ
れ
て
い
る
の
で
、町

は
消
費
者
と
し
て
の
住
民
に

「
立
ち
会
い
」を
お
願
い
し
て

い
る
。

リサイクル率の向上策は

資源物の分別促進を強化

一
般
廃
棄
物

ゴミ収集

立
ち
会
い
の
法
的
根
拠
は

適
正
な
分
別
収
集
に
協
力
を

ごみ発電施設を備えたB焼却施設が
今年10月に試験運転開始予定
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中島　新一  議員

大森　茂彦  議員

問　
保
育
園
の
ク
ラ
ス
担
任

は
正
規
職
員
で
当
た
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
正
規
職
員
と

会
計
年
度
職
員
の
人
数
は
。

子
ど
も
支
援
室
長　
３
園
合

計
で
、正
規
職
員
が
21
人
、会

計
年
度
任
用
職
員
が
11
人
。

３
歳
以
上
は
正
規
職
員
を
配

置
し
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
担
当
す
る
３
歳
未
満
児

は
、
同
じ
年
齢
の
複
数
ク
ラ

ス
を
１
つ
の
保
育
室
で
行
っ

て
お
り
、
必
ず
正
規
職
員
が

在
室
す
る
中
で
適
正
な
指
示

の
も
と
保
育
が
な
さ
れ
て
い

る
。

問　
坂
城
保
育
園
で
も
０
歳

児
保
育
の
実
施
を
。

子
ど
も
支
援
室
長　

来
年
度

の
希
望
者
は
い
な
い
。
最
近

で
は
29
年
度
に
１
人
の
み
。

施
設
的
な
課
題
も
あ
る
。

問　
園
児
の
副
食
費
の
全
額

助
成
は
で
き
な
い
か
。

子
ど
も
支
援
室
長　

国
が
示

す
負
担
額（
月
）
よ
り
３
０

０
円
安
い
４
２
０
０
円
を
保

護
者
が
負
担
し
て
い
る
。
在

宅
の
保
育
で
も
生
じ
る
費
用

で
も
あ
り
、
公
平
性
か
ら
厳

し
い
状
況
。今
後
、副
食
費
の

軽
減
等
の
経
済
的
支
援
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
く
。

循
環
バ
ス
は
半
周
運
行
に

問　
現
在
の
運
行
を
半
周
運

行
に
す
る
と
時
間
が
短
縮
さ

れ
る
の
で
、
順
路
を
増
や
し

バ
ス
停
の
新
設
も
で
き
る
。

建
設
課
長　

よ
り
利
便
性
の

高
い
循
環
バ
ス
に
な
る
よ

う
、
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
の
構
築
の
中
で
検
討
す

る
。

保育行政
ク
ラ
ス
担
任
は
正
規
職
員
で

３
歳
以
上
は
正
規
職
員

０歳児保育室の増設が待たれる坂城保育園

平成26年 大雪の際の除雪作業

問　

町
の
除
雪
体
制
は
。
ま

た
、
建
設
業
者
以
外
の
企
業

と
の
連
携
協
力
の
考
え
は
。

建
設
課
長　

町
道
の
除
雪
作

業
を
行
う
目
安
は
概
ね
10
㎝

の
積
雪
が
あ
っ
た
場
合
と

し
、
通
勤
・
通
学
に
支
障
が

出
な
い
よ
う
午
前
７
時
ま
で

に
終
了
で
き
る
よ
う
に
行
っ

て
い
る
。
町
内
の
建
設
業
４

社
は
大
型
重
機
８
台
を
保
有

し
て
お
り
、
町
と
委
託
契
約

を
結
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
26
年
の
大

雪
の
経
験
を
踏
ま
え
、
他
に

重
機
を
持
っ
て
い
る
10
社
に

協
力
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
管
理
者
が
異
な
る

道
路
の
除
雪
作
業
が
一
体
的

に
で
き
る
よ
う
千
曲
建
設
事

務
所
と
緊
急
時
に
お
け
る
相

互
除
雪
協
定
を
結
ん
で
い

る
。

　

除
雪
や
融
雪
剤
の
散
布
に

つ
い
て
は
、
行
政
協
力
委
員

会
で
、協
力
を
依
頼
し
た
。

　

建
設
業
者
以
外
の
企
業
と

の
協
力
体
制
の
中
で
重
機
等

を
借
り
受
け
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
が
、
運
転
手
の
確
保

や
保
険
加
入
等
、
精
査
す
る

課
題
が
あ
る
の
で
必
要
に
応

じ
判
断
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
対
応

問　
対
策
本
部
の
対
応
と
事

業
所
へ
の
支
援
は
。

町
長　

こ
れ
ま
で
22
回
対
策

会
議
を
開
催
、
今
後
も
適
時

適
切
な
情
報
発
信
と
注
意
喚

起
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。

商
工
農
林
課
長　

情
報
収
集

を
し
な
が
ら
早
期
に
景
気
回

復
で
き
る
よ
う
継
続
し
た
支

援
に
努
め
る
。

除雪体制の強化を

建設業者と協力体制構築

大
雪
対
策
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